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天保２年庚申塔の台石の三猿像

八千代市小池の庚申塚



はじめに

小池の庚申塔群の特に重要な点

①元禄5年（1692）から現代（2019年）まで327年間、連綿と途切
れることなく続けて24基建立されていること

②優れた像容の青面金剛像塔が3基あること

③日蓮宗系庚申塔であること

④当群最古の元禄5年塔は、千葉県内の日蓮宗系庚申塔の中でも青
面金剛像塔として初発であること

この小池の庚申塔群の調査を2024年４回に分けて行いました。

２月1日：蕨 ①庚申塔群全体を写真撮影し、調査番号を振って調
査カードを作成 ②個々の石塔・台石の銘文部分を撮影し、カー
ドに読み取った銘文の草案を記入

3月4日：蕨・青田・菅原・松柴・瀬川でNo.1～4とNo.16～No.24
の銘文の読取りと確認、法量測定

4月25日：蕨・松柴・小林でNo.5～7とNo.13～15を調査

5月11日：蕨・青田・畠山・藤村・菅原で、No.8～No.12、No.25
を調査 5月15日：写真の再撮影（2/1が曇天で不鮮明のため）

明和2年（1765）



2024.3.4の調査風景



2024.4.25の調査風景



2024.5.11の調査風景



・この庚申塔群は基壇に填められたプレートから、
平成3年に整備されたことがわかります。

・並びの順番が一部紀年銘順でなく、年順にする
と混乱するので、作業の手順の利便性から、右端
から左へ番号を振りました。

調査No. ⑤ ④ ③  ②  ①

年順    ④  ②    ③    ①     ⑲



⑩     ⑨    ⑧    ⑦     ⑥  ⑤      ④      ③     ②      ①

⑰    ⑯     ⑮    ⑭      ⑬        ⑫      ⑪

㉔         ㉓          ㉒           ㉑      ⑳     ⑲      ⑱

小池の庚申塔









宝暦9年（1759）小池庚申塚寛延3年（1750）佐山庚申塚 寛延3年（1750）真木野庚申塚

画一的な特徴の青面金剛像庚申塔



















像容 銘文

青面金剛像 三猿像
妙法（蓮華

経） 釈提桓因 帝釈天 庚申塔 計

江戸前期 1 1 1 1

江戸中期 2 4 2 1 1 4

江戸後期 6 7 7

近代 5 5 2 7

現代 3 2 3 5

24

小池の庚申塔の像容と銘文













おかげさまで小池の庚申塔群の調査を終えることができました。

この成果を『史談八千代』49号への記事と「ふるさとの歴史展」
に反映していきたいと思います。

おわりに

ご清聴ありがとうございました
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